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シチズンシップ共育企画 ミッション 
 

「じぶん」になる、「しみん」になる。 
アクティブな市民になれるために。民主的な対話を実感／実現するために。 

市民的リテラシーを獲得した民主主義の担い手が育つ社会の実現のために。 

 

 シチズンシップ共育企画は、「市民としての意識と行動力」が向上するための学びの場をつくる NPO

です。特に、市民が社会参画していく技能の内、「コミュニケーション力」「協議力（合意形成力）」「マ

ネジメント力」「社会問題発見力」の４つの市民力と、社会参画を支援する力（教育ファシリテーショ

ン力）を中心テーマに据えて、講座・ワークショップを実施しています。 

 

 任意団体であるシチズンシップ共育企画は、代表者である川中大輔の個人事業として、昨年末に

2010 年度の会計年度末を迎えました。ここに概要をご報告いたします。  

 

1．10 年度事業報告のハイライト 
 (1) ユース ACT プログラム、長期実践と短期集中の 2 コース実施を試行！  

 (2) セルフカルチャープログラム、「対話・仕事・生死」を基本方針にプログラム充実。  

 (3) 教育ファシリテーター講座、「あり方」が中心主題に。  

 (4) 骨太教員養成プロジェクト、「採用前研修プログラム」をスタート！  

 (5) NPO マネジメント支援、担当講座件数は 94 件！  

 (6) 神戸市協働と参画のプラットホームでは、2 つの円卓会議が新設。  

 (7) 財務は支出が増加し、内部留保が減少。  

 

2．10 年度事業実施体制  
 当会では規約に基づき、総会の下に日常的な意思決定機関として運営委員会を設置し、原則毎月１

回の定例会議と、原則年 2 回のリトリートの合宿会議を開催しています。運営委員会では、組織全体

のビジョンや各種方針を立て、事業計画案／事業報告案の策定する他、各種事業の進捗状況共有、新

規企画の実施承認等を行っています。今年度は、9 回の定例会議と 1 回のリトリート合宿会議を開催

いたしました。  

 執行体制としては、事務局長のもと、4 月より専従職員の雇用を始め、事務局次長職を新設し、2

名の職員が各種事業の責任者となり、プロジェクトごとにボランティアスタッフを募ってチームを編

成し、事業推進に取り組んでいます。また、体制強化のために、全事業に関与する長期インターンの

受け入れを今年度より開始しています。  

〈メンバー一覧〉  

 ・運営委員会    川中大輔（代表）、大本晋也、小林健司、東末真紀、三浦一郎  

 ・監事       長尾文雄  
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 ・ファシリテーター 川中大輔、鈴木陵、三浦一郎（3 月まで） 

 ・専従職員     川中大輔（事務局長）、鈴木陵（事務局次長、4 月より）  

 ・非常勤職員    鈴木陵（3 月まで） 

 ・インターン    湯浅雄偉（7 月より） 

 ・事業コーディネーター 松村幸裕子、神野有希、鈴木陵（以上 3 名、3 月まで） 

 ・スタッフ     多田菜津美、山本亜沙美、木村智子、新妻人平、佐川育恵（以上 5 名、3 月まで） 

           鵜川健、蔵田翔、山口貴宜、井手葵唯、谷口優樹  

           岸岡沙也加、道本裕介、南原綾  

 

3．10 年度各事業報告  
■市民教育事業（担当役員：小林）  

 (1)ユース ACT プログラム（担当：鈴木、川中）  

◉MOVE（京都地域）（担当：湯浅、鵜川、蔵田、山口、井手、谷口）  

 若者が「まちの跡取り」としての自覚や自信を形成するためには、自らが「まち」をつくる側にま

わる経験をしつつ、「まち」の多様な人びととの交わりを得て支えられる中で、「まち」への愛着と信

頼を育んでいくプロセスが求められると考え、2008 年度から京都地域において、高校生がまちづく

り企画の立案・実施・評価に一貫して取り組む市民教育プログラムとして、「ユース ACT（Active 

Citizenship Training）プログラム」を実施しています。  

 本事業の実施にあたっては、京都地域でユースワークや市民活動支援等に取り組む団体・機関［  (特)

きょうと NPO センター、(特)ユースビジョン、シチズンシップ共育企画、(財)京都市ユースサービス

協会、同志社大学大学院総合政策科学研究科、京都市福祉ボランティアセンター（4 月～）］によって

実行委員会を形成し、様々な地域資源と高校生を仲介できる体制を整えています。当会は実行委員会

の事務局を担い、本事業の具体化に向けた諸活動に取組んでいます。  

 今年度は、参加高校生 6 名によって発案された、以下の企画が 1 つ実施されました。  

 ・「ニシウラクエスト」実施（うずらの里児童館共催）（1 月 17 日、参加者数：25 名）  

   ▷地域のイメージを良くすることを目的に、ゴミ問題の解決と大学生の地域参加を促すため、

大学生、地域の方々と共にゴミ拾いやレクリエーションを実施 

 また、活動報告会として「地域教育フォーラム『まちの跡取りは誰？』」を 2 月 28 日に実施、参加

者 30 名を得ました。  

 今年度の新たな動きとしては、公益社団法人京都市児童館学童連盟のご協力の下、うずらの里児童

館、京都市葵児童館、京都市住吉児童館、ももやま児童館、塔南の園児童館に共催いただき、市内の

ネットワークを拡張し、参加者を広く募っています。  

 その結果、今年度は昨年度に引き続き、うずらの里児童館に集う高校生 6 名が参加し、大学生サポー

ターと共に、高校生が自らの「まち」への問題意識をもとにまちづくり企画の立案を 9 月に行いまし

た。現在、企画をより洗練させるための機会としての「スクーリング」を実行委員と共に 2 度経つつ、
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企画実施に向けて準備に取り組んでいます。  

 また、進路の決まった高校 3 年生を主たる対象とし、3 ヶ月程度の活動期間を設ける「短期集中コー

ス」も新たに設けました。現在 2 名の高校生が参加し、大学生が枠組みをつくった企画の詳細の具体

化を担い、実施に向けた準備を進めています。 

 今年度は、大学生ボランティアや参加高校生の募集にあたり、以下の企画に出展・実施しました。 

 ・教育の多様性実感プロジェクト CORE＋主催「EDU☆COLLE」に出展（8/1） 

 ・長期実践コースプレプログラム「ONE☆STEP」の実施（9/11、参加者 7 名） 

 ・短期集中コース「スクール・オブ・チェンジ」プレプログラムの実施（12/15、参加者 9 名）  

 なお、この枠組みは過年度に当会が企画協力した、大分県教育庁主催「おおいたティーンエイジリー

ダー育成事業」やプロジェクト未来なは主催「僕らのアクションプログラム」と似たものとなってお

り、現在も事業が継続実施されている那覇の高校生との地域間交流が行われています。上記活動報告

会にも、「僕らのアクションプログラム」参加高校生が参加登壇し、また「NAHA ユースフォーラム

2010」（3 月 14 日）に本プログラム参加高校生 6 名を派遣しました。  

 11 年度は、コースを「長期実践コース」に一本化し、高校生にとって参加しやすく、またその力

がまちの中で発揮されるよう、プログラムの改善に重点的に取り組みます。加えて、本プログラムを

広く普及するためのワークブックの編集／制作に着手し、また、大学との連携に向けた企画検討を進

めていきます。このように、現在のプログラムの充実と枠組みの普及の二つの観点を持って、発展を

志向しながら継続実施していきます。  

 ［ユース ACT プログラム実行委員会（敬称略）］ 

  ・委 員 長：深尾昌峰（(特)きょうと NPO センター常務理事） 

  ・副委員長：川中大輔（シチズンシップ共育企画代表） 

  ・委  員：赤澤清孝（(特)ユースビジョン代表理事） 

        桐澤夏樹（京都市福祉ボランティアセンター主事） 

                野池雅人（(特)きょうと NPO センター事務局次長） 

        山口洋典（同志社大学大学院総合政策科学研究科准教授） 

  ・監  事：水野篤夫（(財)京都市ユースサービス協会事業部長） 

  ・事務局長：鈴木陵（シチズンシップ共育企画事務局次長） 
＊本事業は、京都府・京都市・京都市教育委員会・京都府教育委員会・(財)大学コンソーシアム京都から後援い
ただき、京都府地域力再生プロジェクト支援事業交付金、子ども夢基金（2009 年度）の助成を受けています。  

 ▷専用ブログ：http://yact.seesaa.net/ 

 

◉STEP（兵庫地域）（担当：岸岡、道本、南）  

 高校生が社会の中で一定の責任を負い、その責任を果たす中で社会における自分の存在意義や自己

効力感を見いだし、自分の生き方と社会への関わりを結びつけられる教育機会の提供を目指して、当

会では07年度より阪神間の高校生を対象に活動してきました。これまで長期実践型NPOインターン

シッププログラムや、そうしたプログラムへの参加意志の形成をめざした学習プログラムのパッケー
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ジ化に取り組んできましたが、今年度はそうした蓄積を活かし、校外で段階的にプログラムを提供し

ていく方針をとりました。その一環として「HOP☆STEP☆CAMPING！」を3月13日～14日に実施

予定で準備を進めたのですが、参加者が充分に集まらず、実施には至りませんでした。 

 今年度の新たな動きとしては、当会事務所近隣の中高生の居場所「スマイルひろば」との連携を始

めました。企画運営委員会に構成団体となり、当会職員が月 1 回の会議に出席し、また、学生リーダー

を月 2 回程度派遣し、スマイルひろばを拠点としたプログラム開発を進めました。そこで、スマイル

ひろばに集う中高生が普段の人間関係を越えた交流を持つことをねらいとした「お宝探して BBQ

（バーベキュー）」の提案・準備を進めましましたが、参加者が集まらず、実施には至らず、代わりに

当会スタッフと地域住民の方との交流バーベキュー（8/1、参加者約 17 名）を実施しました。現在

は対象とする高校生の層や居住地域の幅をより広げ、新規企画の準備を進めています。 

 11 年度は、「スマイルひろば」との連携を進める中で明らかとなってきた当会近隣地域における青

少年支援ニーズの高まりを受け、同施設での居場所活動の活性化に向けて、協力関係を進めていきま

す。 

 

(2)ユースアクションファンド(仮)創設事業（担当：川中）  

 若者の市民公益活動を支援する新たな方法として、資金支援とマネジメント支援をセットとした助

成プログラムを持つ「ユースアクションファンド」の設立を検討しましたが、大学や行政機関、民間

基金等による学生対象の助成金が増えてきていることから、新たにファンドを設置するほどの資金的

ニーズが確認できず、検討の結果、ファンドの設立は見送ることとしました。  

 

(3)セルフカルチャープログラム（担当：鈴木、川中）  

 当会では C.I.「『じぶん』になる、『しみん』になる。」からも明らかな通り、市民教育プログラムに

おいて、市民公益活動の担い手としての成長を支援するだけではなく、同時に、一人ひとりが現代社

会において自分らしく生きていけるような自己形成等の成長支援も必要だと考えています。そうした、

自己の修養と尊重がなされなければ、滅私奉公的な市民教育に陥りかねません。  

 そこで具体的には、当会では以下の 4 つの視点からワークショップを開発し、実施しています。  

  ①自分に気づく（自分の気持ちや生きかたへの気づき）  

  ②自分を表す（気持ちと考えの表現）、  

  ③自分を鍛える（世界観と学び続ける力の鍛錬）、  

  ④他者とともに生きる自分を育む（つながりへの気づきと共生の技法の修練）。  

  今年度は、以下の 7 本のワークショップを実施しました。  

  ・1/21 「コモンズフェスタ 2009/2010」出展企画「生きかたに響く言葉～U25 の原動力」（第

１部：ことばの展覧会、第 2 部：ワークショップ）（ファシリテーター：鈴木陵）（来場者：

延 23 名、参加者：10 名） 

  ・2/13-14 「きょうと NPO カレッジをつくろう！～自己成長戦略のデザイン」（共催：京都ユー
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スホステル協会）（ゲスト：長尾文雄さん、ファシリテーター：川中大輔・鈴木陵）（参加者：

5 名）（3 月 4 日に「NPO ワーカーズカレッジをつくろう」報告会を実施、参加者：10 名） 

  ・6/11 「ところで、『働く』って、どういうことですか？～『自分の仕事』をつくった 2 人に

聞いてみる」（ゲスト：西村仁志さん・川中大輔、ファシリテーター：鈴木陵）（参加者：11

名） 

  ・7/10-11 「わたしにとって、「働く」ってどういうことだろう？～自分の仕事をつくってみ

る 2 日間～」（ゲスト：西村仁志さん、ファシリテーター：川中大輔）（参加者：9 名） 

  ・8/18 「対話のリ・デザイン(1)」（應典院チルコロ）（ファシリテーター：鈴木陵）（参加者：

6 名） 

  ・8/26 「対話のリ・デザイン(2)」（應典院チルコロ）（ファシリテーター：鈴木陵）（参加者：

6 名） 

  ・10/16-17 生と死の共育ワークショップ vol.4「あなたは誰に看取られたいか？」（共催：大

蓮寺・應典院・青木将幸ファシリテーター事務所）（参加者：7 名、ゲスト：岡崎和佳子さん・

秋田光彦さん、ファシリテーター：川中大輔・青木将幸さん） 

 なお、この内、「生と死の共育ワークショップ」については、各人の「市民としての行動」に軸をも

たらす上で、自らの人生の意味や目的を見いだす精神的な成長（spiritual grow）が必要不可欠である

と考え、重視しています。特に昨今の教育現場では、「いかに働くか」を主題とするキャリア教育が盛

んであり、「いかに生きるか」を主題とする教育機会が決して十分ではないとの認識から、2008 年度

以降は重点事業と位置づけています。また今年度は、共生／協働の必要性の高まりを受けて、その基

底をなす「対話」にフォーカスしたワークショップについても、重点的にプログラム開発を進めまし

た。  

 11 年度は、「対話・仕事・生死」から自己と向き合い、見つめ直すという今年度方針を踏襲し、継

続実施していきます。  

 ▷実施報告：http://homepage2.nifty.com/citizenship/zisseki/shortreport/index.html#sr 

 

(4)講師派遣プログラム（担当：川中）  

 大学等の高等教育機関において、シチズンシップ教育の視点を踏まえた授業を展開するため、以下

の大学等において非常勤講師として講義科目を担当しました。  

  ・同志社大学大学院総合政策科学研究科「コミュニティデザインの理論と実践」（履修者：10 名程度） 

  ・甲南大学「ボランティア論」（履修者：76 名） 

  ・大阪樟蔭女子大学学芸学部「教育社会学」（春学期）（履修者：74 名） 

  ・岐阜県立森林文化アカデミー「コミュニティデザイン論」（履修者：8 名） 

  ・大阪樟蔭女子大学学芸学部「教育社会学」（秋学期）（履修者：18 名） 

  ・上智大学グリーフケア研究所「NPO 論」（履修者：34 名） 
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■ファシリテーター養成事業（担当役員：東末）  

(1)教育ファシリテーター講座（担当：川中、鈴木）  

 学校教育や社会教育において、近年は参加型学習の導入が一般化し、広がっていっています。各種

講座や専門書籍の充実など、ファシリテーションの技法を学ぶ機会も飛躍的に増大し、この動きを支

えています。当会でも 2006 年度より「教育ファシリテーター講座」を実施し、適切なファシリテー

ションの技法を習得できる機会を提供しています。  

 しかし、実践上のテクニカルな関心に応えるものが多く、そのテクニックを使いこなすスキルやプ

ログラムデザインを学ぶ機会は少なく、また、ファシリテーターが学びの場にどのようなことを大切

にして、その場に在り、どのように他者と関わるのかといった「あり方」を磨く機会も少ないのが現

状です。  

 そこで、今年度は昨年度実施した「基礎・中級・上級」の 3 コースを再編し、「プログラムデザイ

ン」と「ありかた」にテーマを絞り、以下の通り、2 コースでの実施としました。  

  ・6/5-6 ベーシック編「『問いかけ』をデザインする！」（ゲスト：大本晋也・東末真紀、ファ

シリテーター：川中大輔・鈴木陵）（参加者：12 名）  

  ・8/7-9 アドバンスト編「『ありかた』を捉え直す」（ゲスト：長尾文雄さん・大本晋也・小林

健司・東末真紀、ファシリテーター：川中大輔・鈴木陵）（参加者：5 名） 

 参加型学習の場において、学び手は「参加型の文化」を体得することになり、また、自分の頭で考

え、活動と学習を統合していく力を習得することになります。そうした参加型学習の展開と定着、深

化を期待し、そのために何が求められているのかを検討した上で、11 年度も継続実施していきます。  

 ▷専用ブログ：http://d.hatena.ne.jp/edufacili09/ 

 ▷実施報告：http://homepage2.nifty.com/citizenship/zisseki/shortreport/index.html#sr 

 

(2)学びのデザイン研究会（担当：川中、鈴木）  

 関西地域のファシリテーターのネットワーキング化と、形式知化される前の現場レベルでの実践知

を共有する場として、当会では 2006 年度よりケースカンファレンス形式の「学びのデザイン研究会」

を不定期で開催しています。今年度の研究会は 1 回のみの実施となり、事業の方向性について再検討

いたしました。11 年度は、今年度の検討を踏まえ、ワークショップのルーツを学ぶ連続シリーズの

研究会を実施していきます。  

 ・1/27 第 26 回「OST をどう料理するか？」（発題：鈴木陵）（参加者：6 名） 

 ▷開催記録：http://homepage2.nifty.com/citizenship/planning/study.html 

 

(3)骨太教員養成プロジェクト（担当：鈴木、川中）  

 学校教育現場では、若手教員であっても、着任してすぐに現場の第一線でベテラン教員と同様に活

躍することが求められるものの、ますます多様化傾向が進んでいる職能の形成に、既存の教職課程や
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教員志望学生の取組みは、必ずしも充分に応えきれていません。  

 こうした教員養成上の課題を踏まえ、当会では 2009 年度から外部委員と共に「骨太教員養成プロ

ジェクト」を設けました。今年度は、昨年度に強い必要性が確認された「採用前研修の提供」と「採

用後の若手教員コミュニティ形成」を軸においたプログラムデザインを進め、以下のプログラムの試

行実践を開始しました。  

  ・5/23 #3「教員採用試験の願書を書いてみるワークショップ」（ファシリテーター：川中大輔、

参加委員：富本・深水・山下・枝広）（参加者：15 名） 

  ・12/26 #4「教壇に立つ前に必須の 4 つの力をつける連続講座」、講座 2「コミュニケーショ

ンの力を高めよう！」（講師：山本智也さん、ファシリテーター：川中大輔、参加委員：枝広・

富本・羽野・深水・山下）（参加者：9 名）  

 これらの試行実践の検証を行いながら、11 年度も継続してプログラム開発を進め、本格的なプロ

グラム提供へと展開していきます。  

 ［プログラム開発委員（五十音順・敬称略）］ 

   新崎国広（大阪教育大学教育学部准教授） 

   枝広和憲（京都市スクールカウンセラー） 

   川中大輔（シチズンシップ共育企画代表） 

   富本水子（神戸市立長田小学校教諭） 

   羽野ゆつ子（大阪成蹊大学芸術学部准教授） 

   深水正和（兵庫県立明石城西高等学校教諭） 

   水野篤夫（(財)京都市ユースサービス協会事業部長） 

   山下順子（兵庫県立星陵高等学校教諭） 

   山本智也（京都ノートルダム女子大学生活福祉文化学部教授） 

 ▷実施報告：http://homepage2.nifty.com/citizenship/zisseki/shortreport/index.html#sr 

 

■協働推進事業（担当役員：大本）  

 (1)ERC（教育リソースセンター）（担当：鈴木、川中） 

 NPO 等の地域の教育資源と学校との「教育協働」を促進するため、2009 年度より外部委員と共に

「ERC（教育リソースセンター）」のありかた検討に取り組んでいます。今年度は、昨年度の検討結果

を踏まえ、教育資源としての NPO の情報をまとめたウェブサイトの構築に向けて、京阪神の幾つかの

NPO に対して教育プログラム実施状況のヒアリングを行いました。これまでの企画検討を通じて、教

育協働推進上の課題も明らかとなり、その結果を踏まえ、11 年度は今後の方向性を再検討します。  

 ［委員会委員（五十音順・敬称略）］ 

   大滝あや（環境教育事務所 Tao 舎代表） 

   大前吉史（兵庫県立兵庫高等学校教諭） 

   大本晋也（兵庫県教育委員会事務局社会教育係長） 
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   荻田藍子（(社福)兵庫県社会福祉協議会） 

   川島憲志（フリーランス） 

   川中大輔（シチズンシップ共育企画代表） 

   東末真紀（(特)神戸まちづくり研究所） 

   松井寛泰（(社福)兵庫県社会福祉協議会） 

 

(2)神戸市協働と参画のプラットホーム受託事業（担当：川中）  

 2007 年度から引き続き、神戸市市民参画推進局から「協働と参画のプラットホーム」における「NPO

との協働に関する研究・調査業務および協働コーディネート業務」を受託し、市民参画のまちづくり

の推進に取り組みました。  

 具体的には、NPO や地域団体と神戸市の協働コーディネート業務（「ぷらっとコラボ相談会」の実

施等）、パートナーシップ活動助成の評価検証業務および付随する調査研究、協働実態調査、協働と参

画のプラットホームの各種取組に関する共同検討等を行いました。  

 過年度より継続担当している、地域団体と NPO の協働推進を図る「神戸市民円卓会議」では、中学

校区単位の地域円卓会議の試行として「山の街・泉台・大原桂木円卓フォーラム」（2/21、参加者 32

名）を協働で実施しました。  

 今年度は、神戸市におけるソーシャルビジネスの推進方策を検討する「神戸ソーシャルビジネス円

卓会議」の設置を行い、準備会および全体会を協働で担っています。神戸市の NPO 施策を協働で検証

／設計するための「中間支援 NPO と行政の意見交換会」の設置にも取り組みました。今後もこうした

円卓会議形式による参画を一層推進していきます。また、「タウンミーティング（市長と市内福祉 NPO

の懇話会）」（10/15、参加者 15 名）の当日進行も担当しました。  

 協働と参画のプラットホームの協働コーディネート業務については、11年度も継続的に受託できる

ように努め、NPO ・地域団体・行政の適切な協働／深い協働の展開と、ソーシャルビジネス促進の環

境整備に取り組んでいくことを目指し、市民参画のまちづくりの進展に貢献します。  

 

(3)その他の協働推進活動（担当：鈴木、川中）  

 京都における NPO と学校の教育協働を進めるために、NPO による教育プログラム情報をまとめる

「クリエイティブ・シチズン・プロジェクト」に参画し、同プロジェクトによるトークサロン「NPO

＋School～NPO が学校教育でどう役割を果たすのか～」（3/5、参加者 4 名）の実施等に協力しまし

た。 

 また、京都を中心に協働に関する研修を担う講師が集まって、現行の研修に関する課題認識や各講

師が用いているノウハウを分かち合うために「行政職員協働研修研究会」を呼びかけ、2 回の研究会

を実施しました（参加者 4 名）。 
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■NPO 支援事業（担当役員：川中） 

(1)講師派遣プログラム（担当：川中）  

 「市民としての行動力」が社会において具体的に発揮されるためには、思いをカタチにしていくマ

ネジメントスキルが必要不可欠となります。そこで、当会代表の川中は当会設立以前の 2001 年より

NPO マネジメント講座の講師依頼を積極的に引き受け、当会が設立された 2003 年度以降、全国各地

で講座を担当しています。  

 今年度は、一年間で 94 件（参加者計約 2449 名）の講座へ講師派遣を行いました。下表はご依頼

いただいた仕事をテーマ別で分類したものです。  

テーマ  件数  
（ 10← 09← 08← 07← 06 年度）  

テーマ  件数  
（ 10← 09← 08← 07← 06 年度）  

マネジメント全般  7（←4←3←4←2） 会議、ファシリテーション  9（←17←10←8←7） 

企画  7（←9←9←8←6） 広報、プレゼンテーション  4（←0←4←3←7） 

ボランティアマネジメント  1（←3←4←2←8） リーダーシップ・人材育成  5（←9←5←5←5） 

評価  3（←2←3←2←8） 中長期戦略・ビジョン  3（←2←6） 

中間支援  1（←1←2←1） 協働  20（←10←15←4←1） 

時間管理  1（←4） まちづくり  7（←5←2←3） 

リスクマネジメント  1（項目新設） コミュニケーションスキル  12（項目新設） 

市民教育、ユースワーク  3（←4←4） 政策提言  0（←4） 

ライフ／キャリアのデザイン  6（←3←2←1←1） その他  4（←4←3） 

 2009 年度から増加傾向を示していた「協働」については、今年度、非常に多くのご依頼をいただ

きました。各自治体において 2011 年度から新たな基本計画が実行されていきますが、新たな計画で

は「協働」がキーワードとなっていることが多く、改めて「理念の啓発」の必要性が高まったためで

あると考えられます。今後は、理念の実現に向けて「実践課題の解決」にニーズの重心は移っていく

ことが考えられます。現場の実務的なノウハウの蓄積に今後努めていきます。  

 また、「コミュニケーション」や「ライフ／キャリアのデザイン」についても増加しています。メン

バー一人ひとりのスキルやビジョンの形成が、組織としての強さにつながっていくという考えに基づ

くものかと思われます。こうした考えが今後も浸透していくものか、推移に注意を払いたいと思いま

す。なお、件数としては減じているものの、当会に依頼の多い「会議・ファシリテーション」や「企

画」については、一定のニーズが引き続きあることが確認されます。  

 11 年度も、従来からの講座プログラムの充実化に加え、近年の増加ニーズに適切に応えられるよ

う、プログラムの開発を図り、依頼件数の増加を目指します。  

  ・1/10-11 ひょうご NPO ユース「NPO ワーカーが考える『誰のため、何のための NPO 活動』」

ファシリテーター（参加者：24 名） 

  ・1/14 尼崎地域自治研究会「第２回総計学習会」「市民から見た、次期尼崎市総合計画につい

て」講師（参加者：10 名） 

  ・1/23 浦安市市民活動センター「イベントの成功の会議を握る！広報力パワーアップ講座」講
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師（参加者：30 名） 

  ・1/29 川西市役所「協働のまちづくりワークショップ番外編パート 2」ファシリテーター（参

加者：16 名） 

  ・2/4 宝塚市役所・宝塚 NPO センター「NPO との協働を進めるためのセミナー」第２回「協

働のこれからを協働で考える」ファシリテーター（参加者：28 名） 

  ・2/9 阪神北地区社会教育委員協議会「第２回研修会～活動から生まれる地域のきずな～」コー

ディネーター（参加者：32 名） 

  ・2/10 多気町「健康づくり交流会～津田地区の健康資源を探そう！津田地区にあった健康づく

りは何か？」ファシリテーター（参加者：12 名） 

  ・2/11 CS 神戸「NPO 塾 2010～兵庫の中間支援はこれからどういうことに力を注ぐべきか？

～」ファシリテーター（参加者：21 名） 

  ・2/16 四日市市社会福祉協議会「ボランティアコーディネーター養成講座」「有意義な会議の

進め方」講師（参加者：8 名） 

  ・2/18-19 同志社大学学生支援センター「リーダーズキャンプ 2010」講師（参加者：約 100

名） 

  ・2/23 四日市市社会福祉協議会「ボランティアコーディネーター養成講座」「有意義な会議の

進め方」講師（参加者：8 名） 

  ・2/25 総合幼児教育研究会「指導者トレーニング研修会（九州支部）」「中間管理職としての主

任の役割」講師（参加者：7 名） 

  ・2/26 川西市役所「（仮称）川西市民参加基本条例（案）要項説明会」ファシリテーター（参

加者：15 名） 

  ・2/27 川西市役所「（仮称）川西市民参加基本条例（案）要項説明会」ファシリテーター（参

加者：10 名） 

  ・3/1 総合幼児教育研究会「指導者トレーニング研修会（関東支部）」「中間管理職としての主

任の役割」講師（参加者：8 名） 

  ・3/2 川西市役所「（仮称）川西市民参加基本条例（案）要項説明会」ファシリテーター（参加

者：12 名） 

  ・3/4 総合幼児教育研究会「指導者トレーニング研修会（近畿支部）」「中間管理職としての主

任の役割」講師（参加者：16 名） 

  ・3/6 京都府庁「NPO 協働セミナー（府民力推進員研修会）」「ファシリテーションの手法を学

ぶ」講師（参加者：15 名） 

  ・3/12 神戸市役所「まちづくり関係職員研修ステップアッププログラム」「課題解決力と自己

成長力を磨く」講師（参加者：12 名） 

  ・3/13-14 同志社大学ワンダーフォーゲル部「強くしなやかなチームになる 2 日間」ファシリ

テーター（参加者：12 名） 
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  ・3/17 宝塚 NPO センター「ビジョンデザイン会議」ファシリテーター（参加者：7 名） 

  ・3/18 京都学生祭典実行委員会「リーダーシップ研修会」講師（参加者：13 名） 

  ・3/30-22 ゆるやかネットワーク「ゆるやかネットワークをつくろう！」スーパーバイザー（参

加者：37 名） 

  ・3/23 総合幼児教育研究会「指導者トレーニング研修会（北関東支部）」「中間管理職としての

主任の役割」講師（参加者：12 名） 

  ・3/25-26 社会福祉法人・学校法人イエス団「新任職員研修会」講師（参加者：81 名） 

  ・3/30-31 愛隣館「年度末研修～2009 年度を振り返り、2010 年度の目標をつくる～」ファ

シリテーター（参加者：24 名） 

  ・4/1 宝塚 NPO センター「ビジョンデザイン会議」ファシリテーター（参加者：7 名） 

  ・4/16 京都市新規採用職員研修「市民きょうかんインタビュー」講師（参加者：38 名） 

  ・4/19 兵庫議員ネット「4 月勉強会」「合意形成を体験する」講師（参加者：19 名） 

  ・4/24 パドマ幼稚園「主任研修」講師（参加者：14 名） 

  ・4/30 自立生活センターリングリング「ミーティングファシリテーション研修」講師（参加者： 

7 名） 

  ・5/12 関西アロマセラピスト・フォーラム「妊産婦支援事業」「ファシリテーター養成講座」

講師（参加者：8 名） 

  ・5/19 生きがいしごとサポートセンター神戸西 NEXT「NPO ひょうごしごと応援ナビ就職準

備講座」、「自分のスタイルから点検する！就活・コミュニケーションのウォーミングアッ

プ」講師（鈴木担当）（参加者：7 名） 

  ・5/30-31 イエス団ブロック長会議「ビジョンの方向性をつくる」ファシリテーター（参加者：

8 名） 

  ・6/3 同志社大学「ヒューマンスキルセミナー＠今出川」（テーマ：秋からの就活の波に飲み込

まれないための準備体操）、第１回「先輩の『ナマ声』を聴く」講師（参加者：21 名） 

  ・6/9 同志社大学「ヒューマンスキルセミナー＠今出川」（テーマ：秋からの就活の波に飲み込

まれないための準備体操）、第 2 回「自分の『ものさし』を知る」講師（参加者：14 名） 

  ・6/12 総合幼児教育研究会「指導者トレーニング研修（近畿会場）」、「中間職のためのコミュ

ニケーショントレーニング」講師（参加者：8 名） 

  ・6/17 神戸市役所「まちづくり関係職員研修」、「ベーシックプログラム」、「地域の人と信頼関

係をつくるコミュニケーション」講師（参加者：32 名） 

  ・6/19 総合幼児教育研究会「指導者トレーニング研修（九州会場）」、「中間職のためのコミュ

ニケーショントレーニング」講師（参加者：14 名） 

  ・6/19-20 桃山学院大学「ボランティアネットワークセミナー」、「ここにあります！あなたが

描くチームワーク！」講師（参加者：4 名） 

  ・6/23 大阪府男女共同参画財団「第２回ラウンドテーブル」、「若者たちのボランティアを活か
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すコーディネート・スキル」講師（参加者：7 名） 

  ・6/24 同志社大学「ヒューマンスキルセミナー＠今出川」（テーマ：秋からの就活の波に飲み

込まれないための準備体操）、第 3 回「就活の『構え』をもって、ふみだす」講師（参加

者：12 名） 

  ・6/26 総合幼児教育研究会「指導者トレーニング研修（北関東会場）」、「中間職のためのコミュ

ニケーショントレーニング」講師（参加者：17 名） 

  ・6/30-7/1 兵庫県立嬉野台生涯教育センター「社会教育施策研修」「企画立案の基礎を学ぶ（基

礎編）」講師（参加者：13 名） 

  ・7/2 立命館大学「地域活動入門」「大学生の地域参加の課題（リスクマネジメント）」ゲスト

（参加者：約 40 名） 

  ・7/3 総合幼児教育研究会「指導者トレーニング研修（関東会場）」、「中間職のためのコミュニ

ケーショントレーニング」講師（参加者：14 名） 

  ・7/9 尼崎市役所「市民と職員がともに考える連続ワークショップ」、「自分のたちのまちは自

分たちがつくる」、「第１回：自分たちのまちを自分たちで考えはじめる」ファシリテーター

（参加者：14 名） 

  ・7/14 高槻現代劇場「どのような高槻現代劇場が、これから求められるか？（第 1 回）」ファ

シリテーター（参加者：12 名） 

  ・7/16 神戸市役所「地域福祉に寄与する地域団体の今とこれから」ファシリテーター（参加者：

15 名） 

  ・7/18-19 天隣乳児保育園「2010 年度職員研修会（チームを高める関わりのデザイン）」講師

（参加者：17 名） 

  ・7/23 神戸市役所「東灘区における支援団体からみた地域福祉の機関・団体連携のあり方」ファ

シリテーター（参加者：約 20 名） 

  ・7/26 高槻現代劇場「どのような高槻現代劇場が、これから求められるか？（第 2 回）」ファ

シリテーター（参加者：12 名） 

  ・8/4 龍谷大学「京都発 エコ・デザイン学」、「地球のエコ・デザイン」（第 1 講～第 3 講）、

ファシリテーター（参加者：55 名） 

  ・8/5 尼崎市役所「市民と職員がともに考える連続ワークショップ」、「自分のたちのまちは自

分たちがつくる」、「第 2 回：自分たちのまちの課題を考える」ファシリテーター（参加者：

11 名） 

  ・8/4 龍谷大学「京都発 エコ・デザイン学」、「わたしのエコ・デザイン」（第 13 講～第 15 講）、

ファシリテーター（参加者：約 45 名） 

  ・8/12 川西市役所「参画と協働のまちづくり職員研修（主査級以下）」講師（参加者：午前 31

名、午後 30 名） 

  ・8/17 川西市役所「参画と協働のまちづくり職員研修（主査級以下）」講師（参加者：午前 19
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名、午後 29 名） 

  ・8/20 千葉県庁「NPO 支援組織スタッフ研修（千葉県 NPO 支援組織ネットワーク参加団体

研修）」「支援センターの広報について学ぶ」講師（参加者：40 名） 

  ・8/27 パドマ幼稚園「夏期研修会」、「幹部・主任研修」、「タスクとタイムを管理する」講師（参

加者：13 名） 

  ・8/28-29 イエス団「職員ブラッシュアップ研修」講師（参加者：30 名） 

  ・9/3 神戸市役所「まちづくり職員研修」、「ケーススタディプログラム」講師（参加者：16 名） 

  ・9/11 コープこうべ「ネットワークグループ研修・交流会」、「みんなが元気になる企画づくり」

講師（参加者：12 名） 

  ・9/12 ネットワーク太子の風「私が地域社会に貢献できること」ファシリテーター（参加者： 

30 名） 

  ・9/21 京都産業大学 F 工房「第 10 回ファシリテーション研修会」講師（参加者：12 名） 

  ・9/23 地域環境デザイン研究所 ecotone「環境対策コーディネーター養成プログラム」「プロ

グラム修了後のキャリアデザイン」ファシリテーター（参加者：9 名） 

  ・10/4 尼崎市役所「ボランティア体験型研修」「基礎研修」「基調講義」講師（参加者：69 名） 

  ・10/6 JA 長野中央「JA 生活指導員・生活活動担当者全体研修会」「組織のマンネリ化を打破

する」講師（参加者：49 名） 

  ・10/7 尼崎市役所「市民と職員がともに考える連続ワークショップ」、「自分のたちのまちは自

分たちがつくる」、「第 4 回：自分たちのまちづくり提案書をつくる」ファシリテーター（参

加者：11 名） 

  ・10/10 日本歯科衛生士会近畿支部「近畿ブロックリーダー研修会」「魅力ある会づくり」講

師（参加者：38 名） 

  ・10/15 立命館大学産業社会学部「ユースサービス概論」「現代の若者のニーズを考える」ゲ

スト（参加者：10 名） 

  ・10/21 中津川市役所「市民と行政との協働のまちづくり研修会」、第１回「中津川の市民活

動の今を知る」講師（参加者：57 名） 

  ・10/23 総合幼児教育研究会「指導者トレーニング研修会(3)」、「中間職のためのコミュニケー

ショントレーニング（実践編）」（北関東支部）講師（参加者：9 名） 

  ・10/25  中津川市役所「市民と行政との協働のまちづくり研修会」、第 2 回「市民活動の基礎

知識を知る」講師（参加者：59 名） 

  ・10/28 尼崎市役所「新規採用職員研修」、「市民と行政の協働について」講師（参加者：95

名） 

  ・10/29 甲南大学「ピア・サポーター養成研修」「ピア・サポートボランティア入門」講師（参

加者：10 名） 

  ・10/30 総合幼児教育研究会「指導者トレーニング研修会(3)」、「中間職のためのコミュニケー
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ショントレーニング（実践編）」（九州支部）講師（参加者：18 名） 

  ・11/1 中津川市役所「市民と行政との協働のまちづくり研修会」、第 3 回「協働とは何か？な

ぜ協働なのか？」講師（参加者：59 名） 

  ・11/6 総合幼児教育研究会「指導者トレーニング研修会(3)」、「中間職のためのコミュニケー

ショントレーニング（実践編）」（近畿支部）講師（参加者：18 名） 

  ・11/8 中津川市役所「市民と行政との協働のまちづくり研修会」、第 4 回「協働をどのように

進めるか？」講師（参加者：39 名） 

  ・11/10 宝塚市役所「行政と NPO の協働を進めるためのセミナー」、第１回「NPO は何かを

考える」講師（参加者：20 名） 

  ・11/13  総合幼児教育研究会「指導者トレーニング研修会(3)」、「中間職のためのコミュニケー

ショントレーニング（実践編）」（関東支部）講師（参加者：18 名） 

  ・11/17 兵庫県社会福祉協議会「平成 22 年度ボランティアコーディネーター研修」、「地域で

の活動者層を拡げるための研修会」、第２回「新しい活動プログラムの開発」講師（参加

者：29 名） 

  ・11/18 神崎総合センター「みんなで支える思春期の子どもたち（映画と学習会）」、講演「若

者の活動を呼び起こす地域づくり」講師（参加者：7 名） 

  ・11/19 神戸市北区社会福祉協議会「支え合いのまちづくり事業小地域座談会」、「みんなでわ

いわいおしゃべりひろば in フルーツフラワーパーク（第１回）」ファシリテーター（参

加者：19 名） 

  ・11/20 ふらっと運営会議「ふらっと実務研修 2」、「『協働コーディネート』を学ぼう」講師（参

加者：27 名） 

  ・11/25 尼崎市役所「市民と職員とがともに考える連続ワークショップ」、第 5 回「自分たち

のまちは自分たちでつくる」講師（参加者：21 名） 

  ・11/26 尼崎市役所「ボランティア体験研修」、「フォローアップ研修」ファシリテーター（参

加者：70 名） 

  ・11/30 同志社大学「秋学期プロジェクトリテラシー講習会」、「伝える技術について～プレゼ

ンテーション～」講師（参加者：47 名） 

  ・12/3 神戸市北区社会福祉協議会「支え合いのまちづくり事業小地域座談会」、「みんなでわい

わいおしゃべりひろば in フルーツフラワーパーク（第 2 回）」ファシリテーター（参加

者：25 名） 

  ・12/3 立命館大学「ユースサービス概論」、第 10 回「ユースサービスの基本プロセスを学ぶ」

ゲスト講師（参加者：4 名） 

  ・12/8 JICA「アフガニスタン国女性の貧困削減プロジェクト国別研修」、「アクションプラン

ニング」ファシリテーター（参加者：10 名） 

  ・12/11-12 企画・ど久札もん企業組合主催「おまん何がしたいがぜよプロジェクト」、「いな
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かビジネス道場（事業プランづくり合宿）」、第 1 回「想いをカタチにする」ファシリテー

ター（参加者：15 名） 

  ・12/20 龍谷大学「現代社会と政治」、「市民と政治の新たな回路」ゲスト講師（参加者：約 300

名） 

 ▷実施報告：http://homepage2.nifty.com/citizenship/zisseki/shortreport/index.html#sr 

 

(2)ユースナレッジマーケット（担当：鈴木、川中）  

 市民公益活動に取り組む学生団体は、年々増加傾向にあり、各大学の支援体制も充実傾向にありま

す。しかし、メンバーの入れ替わりの激しい学生団体においては、マネジメントの発展が難しく、一

定水準の活動に終始する傾向が見られます。そこで、当会では「若者のチカラを社会のチカラに」を

スローガンに、2006 年度より学生団体のマネジメント支援の取組みとして、学生団体に対象を限定

した研修会「ユースナレッジマーケット」を実施しています。  

 今年度の本プログラムには、CLUB GEORDIE、関西学院ヒューマンサービスセンター、Reuniv、コ

ミュニティスペース PECOの 4団体が継続参加し、年間を通して 4回の研修を実施しました。研修テー

マの検討にあたっては、各参加団体の役員と一緒に行い、事務局も持ち回り制として、協働での事業

実施に努めました。  

 11 年度は、他機関による学生団体支援の取組みの実施状況を踏まえ、コアスタッフを対象とし、

参加団体を限定しない集合研修に重点を戻し、各団体のリーダーシップの強化を進めていきます。  

  ・2/6-7「#12：新年度の活動と組織をつくる！」（事務局：コミュニティスペース PECO）（参

加者：31 名） 

  ・6/12-13「#13：合同新人研修思いをカタチにするチームになろう！～仲間をしる、自分をし

る、活動をしる～」（事務局：CLUB GEORDIE）（参加者：29名） 

  ・9/18-19 「#14：次のリーダーをどう育てるか？」（参加者：19 名） 

  ・11/22-23 「#15：活動を通して『私』はどう変わったか？」（事務局：関西学院ヒューマン

サービスセンター）（参加者：21 名） 

 ▷実施報告：http://homepage2.nifty.com/citizenship/zisseki/shortreport/index.html#sr 

 

(3)きょうと NPO ワーカーズカレッジ（主担当：鈴木） 

 NPO の経済規模が拡大し、また、若者の就職活動における社会貢献志向が高まる中、NPO 就職を

選択する若者が年々増加しています。しかし、現在多くの NPO では、専従職員の人材育成は現場に

おける OJT を基本としており、体系的なトレーニングや、現場でのノウハウを支える理論的な学習を

する仕組みを充分に整えていません。 

 そこで、NPO ワーカーの人材育成をテーマに 2 月に行ったワークショップ「きょうと NPO カレッ

ジをつくろう！」の報告会を 3 月に実施し、有志によるワーキングを経て、「きょうと NPO ワーカー

ズカレッジ」を設けました。今年度は上半期に「夜学」を試行実施しました。 
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 11 年度は、今年度の試行結果の検証と、他に立ち上がった人材育成の場の動向も踏まえつつ、不

定期での実施に留めて、継続していきます。 

  ・夜学#1：ボランティアコーディネーション（5/12, 5/19） 

    -第 1 夜（参加者：4 名）、第２夜（参加者：5 名） 

     ◉スーパーバイザー：村井琢哉さん（山科醍醐こどものひろば） 

               岡本卓也さん（京都市市民活動総合センター） 

  ・夜学#2：これでええんか!?、「新たな公共」円卓会議（6/9,6/16） 

    -第 1 夜（参加者：9 名）、第２夜（参加者：5 名） 

     ◉スーパーバイザー：深尾昌峰さん（きょうと NPO センター、京都地域創造基金） 

  ・夜学#3：NPO の視点からマニフェストを読む会（7/6）（参加者：14 名） 

     ◉政策レビュワー 

       *環境政策：太田航平さん（地域環境デザイン研究所 ecotone） 
       *子育て/男女共同参画政策：村井琢哉さん（山科醍醐こどものひろば） 
       *若者/雇用政策：橋口昌治さん（関西非正規等労働組合ユニオンぼちぼち） 
       *教育政策：鈴木陵（シチズンシップ共育企画） 
  ・夜学#番外編：大納涼会（7/23）（参加者：6 名） 

 

(3)外部委員（担当：川中）  

 NPO の支援活動として、研修・講座のみならず、以下の機関の外部委員として助言指導や政策形成

参画等を行いました。  

  ・(特)まちなか研究所わくわく理事 

  ・(特)BrainHumanity フェロー 

  ・(財)京都市ユースサービス協会企画委員会委員 

  ・(財)大阪府男女共同参画推進財団理事 

  ・京都市青少年活動推進協議会専門委員会委員 

  ・尼崎市総合計画審議会委員 

  ・兵庫県長期ビジョン審議会委員 

  ・ひょうご NPO ユース世話人 

  ・CAP センター・JAPAN トレーナーの選考と評価に関する委員会委員 

  ・尼崎市きょう Do 検証会議委員（～3 月まで）  

  ・兵庫県社会福祉協議会ボランティア・市民活動センター機能強化指標検討委員（～3 月まで）  

  ・愛知県ユースワーカー地域連携事業アドバイザー（～3 月まで）  

 

(5)原稿執筆（担当：川中）  

 NPO 支援や活動紹介に関する原稿を情報誌等で執筆しています。今年度に執筆・掲載されたものは

以下の通りです。  
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  〈定期連載執筆〉  

  ◎『NPO マネジメント』（ IIHOE 刊行）、「誌上マネジメント相談」コーナー（執筆：川中）  

   ・「活動メンバーが、政策提言・しくみづくりの視点を持つには？」、『NPO マネジメント』第

67 号、pp.14-16 

   ・「施設利用者の要望や意見をどうたずね、施設運営にどう活かすべきか、悩んでいます…」、

『NPO マネジメント』第 69 号、pp.16-18 
  ◎『家の光ニュース』（家の光協会刊行）、「組織のマンネリ化を打破する」（執筆：川中・鈴木） 

   ・第 1 回「マンネリ化への気づき」、『家の光ニュース』761 号、pp.24-25 

   ・第 2 回「つながる幸せのおすそわけ」、『家の光ニュース』762 号、pp.20-21 

   ・第 3 回「外を探す前に内の力を活かす」、『家の光ニュース』763 号、pp.24-25 

   ・第 4 回「会議への懐疑をほぐす」、『家の光ニュース』764 号、pp.24-25 

   ・第 5 回「参加者みんなが支える会議」、『家の光ニュース』765 号、pp.20-21 

   ・第 6 回「参加者みんなが支える会議(2)」、『家の光ニュース』766 号、pp.18-19 

   ・第７回「脱ひらめきの企画づくり」、『家の光ニュース』768 号、pp.20-21 

   ・第 8 回「思いをカタチにする方法」、『家の光ニュース』769 号、pp.24-25 

  〈寄稿〉 

   ・川中大輔 2010 「お師匠さんからの学び」、『ユースサービス』vol.4、京都市ユースサー

ビス協会、p.1 

   ・川中大輔 2010 「まちに点数をつけて一緒にプラスにしていくこと」、『広報かわにし』

平成 22 年 8 月号、p.7 

   ・川中大輔 2010 「これからの『幸せ』の話をしよう」、『DAWN 通信』2010 年 9 月号、

大阪府男女共同参画推進財団、p.1 

  〈座談会〉 

   ・『サリュスピリチュアル』vo.1、座談会「若者たちが語り合う〈生死〉の学びの現場から」（應

典院刊行、2010 年、pp.8-11） 

 

4．10 年度決算のトピックス 
■収入の部  

(1)講師派遣料収入は大幅増  

 NPO マネジメント関連の研修・講座が中心の講師派遣料については、前年比約 130 万円増となっ

ています。行政以外では改善が見られる適正価格に基づく依頼が増えていることと、件数が増加した

ことが背景となっています。11 年度は件数で減少傾向になると見込まれており、講師派遣料収入に

ついては減少が予測されます。行政からの依頼の価格是正のための価格交渉については、11 年度以

降も引き続き行うようにします。  
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(2)主催事業収入は横ばい  

 主催事業については、その事業数は増加しているものの、横ばいとなっています。主催事業の定員

充足率の低さが課題として挙げられ、特に広報面での改善が必要となっています。また、現状では低

い利益率をあげるため、経費の圧縮等に取り組み、利益率を改善する必要もあります。11 年度は、

定員充足率と利益率の向上に向けた改善に取り組んでいきます。  

 

(3)委託事業収入は減少  

 委託事業収入については、前年比約 100 万円減となっています。これは未請求による未収金がある

ためであり、見込まれる収入は安定しています。委託事業収入については、依存率を高めないように

留意しつつも、重要な収入源の一つとして、一定規模の受託を継続できるよう、努めていきます。  

 今年度は財務規律目標につき、事業収入に占める委託事業収入の割合を 40％以下から 30％以下に

変更しましたが、14.4％（前年度 24.7％）となり達成されました。しかし、その要因としては、上

記の通り委託料収入が未収状態であることが影響しています（回収されれば約 30％）。引き続き、財

務規律目標が達成できるよう、自主財源の拡充を目指していきます。  

 

■支出の部  

 今年度の管理費支出においては、「給料手当（前年比約 180 万円増）」「旅費交通費（前年比約 23

万円増）」「印刷製本費（前年比約 24 万円増）」「消耗品費（前年比約 10 万円増）」で大きな上昇傾向

が確認されます。給料手当と交通費の膨らみについては、今年度より非常勤職員を専従職員化したこ

とに伴うもので、印刷製本費の膨らみについては、今年度に行ったパンフレットの増刷やウェブペー

ジのリニューアルなどに伴うものです。消耗品費については、事業規模とリンクした管理業務の拡張

に伴う膨らみであると考えられます。印刷製本費を除く他の費目については、11 年度も同規模の支

出が見込まれますが、出来る限りのコスト削減に努めていきます。  

 なお、前年度比較では横ばい傾向ではあるものの「新聞図書費」が引き続き大きな支出項目となっ

ています。当会の業務上、情報収集・専門知識の習得は重要であり、一定の支出は妥当であると考え

ますが、上記に見られる他の支出項目の経費増を踏まえて、11 年度には抑制に努めていきます。他

の支出項目についても、引き続き支出精査にあたります。  

 事業支出としては、講師派遣の増加に伴い、「旅費交通費」で上昇傾向が確認されます（前年比約

100 万円増）。大きな支出項目としては「施設使用料」も挙げられますが、前年比 44 万円減となっ

ており、主催事業が増加する中、廉価な施設の選択に努め、抑制を実現しました。11 年度もこの努

力を継続していきます。  

 

■全体を踏まえて  

 今年度は専従職員の雇用を始めたことに伴い、当期差益で 109 万円の損失を生み出し（前年比 280

万円の利益減）、当会としては初の赤字決算となりました。これにより繰越金は約 521 万円に減じま
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した。未収金を回収すれば赤字は解消されますが、経常利益の減少傾向は変わりません。新規事業開

発が強く求められており、その仕込みを進めていますが、すぐにこの収支傾向に大きな変化を生み出

すことは難しく、11 年度も引き続き赤字決算が見込まれます。新規事業が安定化するまでの間、内

部留保を切り崩し続けることになりますが、300 万円以下とならないようにすることを目標とします。 

 

おわりに  
 2010 年度、当会が関わったプログラムは 131 件（前年比 20 件増）となり、参加者延べ総数は約

3085 名（前年比約 285 名増）となりました。今年度は前年度に引き続き、量的な充実が進んだ年度

であったと概括できます。同時に、新規取組みも増え、質的な発展に向けた試行が進んだ年度であっ

たとも概括できます。11 年度には、量的規模を一定は保ちつつ、「選択と集中」を進めるため、事業

の仕分けを進めていきます。そして、今年度の試行結果を踏まえた、質的発展に注力していきたいと

考えます。  

 当会のミッションに直結している既存の市民教育事業の各企画については、前年度に引き続き、参

加者確保が課題となっています。11 年度もニーズ調査や他機関との協働・連携を進めながら、市民

教育事業の拡充を目指します。その際、先導的事業の「実施」を通じたモデルの社会発信の観点に留

意し、日本における市民教育の発展にも貢献できるように努めます。  

 近年、日本においてもシティズンシップ教育への関心が高まってきており、その言葉の定着は進ん

だと考えられます。しかし、具体的にどのような取組みが望ましいものであるのかという点について

は、模索段階にあると言えます。この中にあって、2003 年よりシティズンシップ教育に取り組み続

けている当会に課せられている社会的責任は高まるばかりです。その責任を自覚し、シティズンシッ

プ教育の発展、ひいては市民社会の成熟に貢献できるよう、今後もスタッフ一同邁進してまいります。

引き続き、関係各位の多大なるご協力とご指導を賜りますよう、お願い申しあげます。  

 

シチズンシップ共育企画  

代表 川中  大輔  


